
ことばを伝える
お手伝いをしませんか？

鹿児島医療技術専門学校 言語聴覚療法学科 高吉
メール：st.takayoshi@harada-gakuen.ac.jp

問合せ先

失語症とは

脳卒中などによって、話す・書く・聞いて理解

する・読んで理解することが難しくなる言葉の

障がいです。伝えたい事はあるのに、外国にい

るように言葉で伝えられない状態です。

失語症者向け意思疎通支援者とは

失語症者の症状や日常生活上の困難さを

理解した上で、会話の支援や外出場面での

意思疎通の支援などを行う人のことです。

【事業実施主体】鹿児島県
【事業運営主体】一般社団法人鹿児島県言語聴覚士会

令和8年度 受講者募集！

※募集要項は、鹿児島県言語聴覚士会ホームページ内の失語症者向け意思疎通支援者
養成事業の専用ページに下記URLまたはQRコードにてアクセスしご覧ください。

http://st-ba.net/for-aphasia/ 〆切７月１7日

〇失語症者向け意思疎通支援者養成講習会
日 時：令和8年8月2日～11月22日（講義・実技計40時間）

場 所：カクイックス交流センター(かごしま県民交流センター）

鹿児島市山下町14-50 ※場合により、会場が変更になる場合がございます。ご了承ください。

受講料：無料（ただし、テキスト代2,000円程度は自費）

定 員：10名（応募者多数の場合は書類にて選考）

目 的：失語症者の症状や困難さを理解し、適切な会話技術を用いて、

1対1の会話が行える技術を習得します。

規程の科目を全て受講しますと失語症者向け意思疎通支援者として、

鹿児島県に登録されます。

登録後、鹿児島県内で失語症者の意思疎通場面（会話や外出など）の

援助依頼に関わっていただきます。
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こんな
お手伝いを

してみませんか？

ゆっくり

話す

丁寧に

確認

じっくり

聴く

失語症者

意思疎通支援者

（再）就労
（再）就学

外出
公共交通機関利用

家族・友人との
交流

買い物

役所や銀行など
公共機関の利用
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